
















はじめに 

愛知県においては,昭和 45 年度下半期より母子健康手帳交付時に,妊婦健康診査票を同時

交付し,母性保護につとめているが,利用されたこの健診票は各医療機関から費用請求のた

め管轄保健所に提出されるので,保健所はこの健診票上に記載された保健情報から地域の

妊婦の健康状態を把握することができ,保健指導の充実をはかることが可能となった。なお,

この健診票は昭和 49 年度から 2枚に増加され,その価値は倍増した。 

一方保健所の母性健康相談日を利用する妊婦は.地域の助産所分娩予定者が殆んどであり,

社会経済的問題を多くかかえている家庭の妊婦が少なくないため,この健診票の交付は健

診の勧奨と保健指導の充実のため特に有意義なものとなった。 

今回,保健所レベルの妊婦貧血状況の実態調査にあたり,健診票上に記載された Hb 値の分

析と保健所受診妊婦の貧血状況とを報告したい。 

また妊婦予備軍とも考えられる女子高校生の貧血状況及び女性の貧血と関係の深い栄養摂

取状況を併せて報告する。 


